
２０１２年はスキルアップを目指そう！
　
自
然
災
害
、
歴
史
的
な
円
高
、
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
あ
っ
た
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
こ
う
し
た
中
、
不
透
明
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
日
本
経

済
や
働
く
環
境
の
先
行
き
を
案
じ
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
資
格
取
得
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
も
自
社
の
競
争
力
強
化
の
た
め
人
材
育
成
は
大
き

な
課
題
。
個
人
の
意
欲
や
目
的
意
識
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
従
業
員
に
資
格

取
得
を
促
す
企
業
も
増
え
て
い
る
。
２
０
１
２
年
は
能
力
を
客
観
的
に
証
明
で
き
る

資
格
・
検
定
試
験
に
挑
戦
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
そ
う
。

ビジネスリーダーズアカデミー開講月額３万５０００円で何回でも受講可能
　
日
刊
工
業
新
聞
社
は
企
業
が
月
に
何
回

で
も
社
員
を
派
遣
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
「
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
ズ
ア
カ
デ
ミ

ー
」
の
会
員
企
業
を
募
集
し
て
い
る
。
講

座
は
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

関
連
で
構
成
。
受
講
料
は
入
会
金
５
万

円
、
月
額
３
万
５
０
０
０
円
の
定
額
制
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
強
い
社
員
の
育
成
が

課
題
だ
が
予
算
を
十
分
に
取
り
に
く
い
と

い
っ
た
企
業
で
も
、
低
コ
ス
ト
に
効
率
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
向
上
が
図
れ
る
。

　
講
座
は
「
オ
フ
ィ
ス
で
使
え
る
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
」
や
「
仕
事
の
効
率
を
上
げ
る
時

間
管
理
術
」
な
ど
。
大
手
企
業
の
研
修
な

ど
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
講
師
陣
が
指
導

す
る
。
原
則
と
し
て
１
講
座
に
つ
き
１
社

５
人
ま
で
受
講
可
能
。
会
場
は
日
刊
工
業

新
聞
社
本
社
会
議
室

東
京
都
中
央
区

で
平
日
夜

時
か
ら

時
。な
お
、同
ス
ク

ー
ル
は
個
人
で
の
受
講
も
可
能
で
入
会
金

１
万
円
、
月
額
１
万
５
０
０
０
円
で
何
度

で
も
受
け
ら
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
０
３

・
５
６
４
４
・
７
２
２
２
へ
。

教
育
訓
練
普
及
制
度
の
利
用
も

「
資
格
・
検
定
試
験
」
特
集
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現
在
、
日
本
に
は
何
千
も

の
資
格
が
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
大
き
く
分
け
て
そ
の
認

定
を
行
う
権
限
者
に
よ
り

「
国
家
資
格
」
公
的
資
格

「
民
間
資
格
」
の
三
つ
に
分

類
さ
れ
る
。

　
国
家
資
格
は
法
律
に
基
づ

き
、
国
や
国
か
ら
委
託
を
受

け
た
機
関
が
実
施
す
る
。
有

資
格
者
は
知
識
や
技
術
が
一

定
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と

を
国
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ

る
。
例
え
ば
弁
護
士
の
よ
う

に
業
務
遂
行
の
必
須
要
件
と

な
る
資
格
、
中
小
企
業
診
断

士
の
よ
う
に
資
格
を
持
つ
者

だ
け
が
名
乗
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
資
格
な
ど
が
あ
る
。

取
得
す
る
の
は
難
関
だ
が
、

国
か
ら
職
業
的
な
地
位
を
保

証
さ
れ
、
信
用
度
の
高
い
も

の
が
多
く
含
ま
れ
る
。

　
公
的
資
格
は
主
に
文
部
科

学
省
や
経
済
産
業
省
と
い
っ

た
官
庁
や
商
工
会
議
所
な
ど

が
認
定
し
た
審
査
基
準
を
基

に
、
民
間
団
体
や
公
益
法
人

が
実
施
す
る
。
信
用
度
や
知

名
度
の
高
い
資
格
も
多
く
、

取
得
し
た
資
格
は
公
的
に
通

用
し
、
国
家
資
格
に
準
ず
る

資
格
と
し
て
一
定
レ
ベ
ル
の

能
力
が
あ
る
と
保
証
さ
れ

る
。

　
民
間
資
格
は
民
間
団
体
や

企
業
が
独
自
の
審
査
基
準
を

設
け
任
意
で
認
定
す
る
。
企

業
の
中
に
は
、
国
家
資
格
や

公
的
資
格
と
同
様
に
知
識
や

技
能
が
修
得
さ
れ
て
い
る
と

し
て
社
員
の
待
遇
向
上
に
反

映
さ
せ
る
資
格
や
、
直
接
職

業
に
結
び
つ
く
資
格
も
あ

る
。
認
知
さ
れ
て
い
る
信
用

度
、
価
値
の
レ
ベ
ル
が
高
い

ほ
ど
取
得
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
　

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、

短
期
間
で
資
格
が
取
得
で

き
、
得
た
ス
キ
ル
を
手
早
く

仕
事
に
直
結
さ
せ
ら
れ
る
も

の
に
特
に
人
気
が
集
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。
ま
た
大
震
災

を
背
景
に
危
機
管
理
の
た
め

の
人
材
育
成
へ
の
要
望
が
増

え
る
な
ど
、
時
代
の
要
請
に

応
え
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
資
格

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
各
種
の
資
格
は
学

生
や
若
年
層
の
受
験
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
厳
し
い
就

職
難
や
転
職
難
の
中
で
、
客

観
的
に
証
明
で
き
る
ス
キ
ル

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
有
利

に
働
く
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
入
門
ク
ラ
ス
の
検
定
試

験
を
受
け
る
人
が
増
え
て
い

る
が
、
資
格
を
取
得
す
る
に

は
高
度
な
専
門
知
識
や
実
務

試
験
を
問
わ
れ
る
も
の
も
多

く
、
社
会
的
に
評
価
が
高
い

資
格
ほ
ど
難
関
度
も
高
い
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
主

体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組

み
を
支
援
し
、
雇
用
の
安
定

と
再
就
職
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に

年
か
ら
「
教

育
訓
練
普
及
制
度
」
が
始
ま

っ
て
い
る
。
一
定
の
要
件
を

満
た
す
雇
用
保
険
の
一
般
被

保
険
者

在
籍
者

ま
た
は

一
般
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者

離
職
者

が
、
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
す
る
教
育
訓
練

を
受
講
し
、
修
了
し
た
場

合
、
本
人
が
支
払
っ
た
費
用

の
一
部
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

ら
支
給
さ
れ
る
。
詳
し
く
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

へ
。


